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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
リ
リ
カ
ル
：
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
 

大
怪
獣
バ
ト
ル
Ａ
，
ｓ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
３
１
７
Ｉ

【
作
者
名
】

　
パ
ト
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
突
如
現
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
吸
い
込
ま
れ
、
Ｚ
Ａ
Ｐ
ク
ル
ー
が
辿
り
着

い
た
の
は
、
魔
法
が
存
在
す
る
世
界
だ
っ
た
。



2

プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

こ
の
話
は
、
Ｚ
Ａ
Ｐ
ク
ル
ー
が
レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
星
人
を
倒
し
、
地
球
に
帰
還
し

よ
う
と
し
た
直
後
の
話
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

ヒ
ュ
ウ
ガ
「
・
・
・
さ
あ
、
今
度
こ
そ
地
球
に
帰
ろ
う
！
」

お
お
ー
！
！

宇
宙
船
ス
ペ
ー
ス
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
船
内
に
、
Ｚ
Ａ
Ｐ
ク
ル
ー
の
声
が
響
き
わ
た

っ
た
。

し
か
し
、
喜
び
も
束
の
間
だ
っ
た
。
突
如
船
内
に
赤
い
ラ
ン
プ
が
光
り
、
サ
イ

レ
ン
が
鳴
っ
た
の
だ
。

ヒ
ュ
ウ
ガ
「
ど
う
し
た
！
」

ハ
ル
ナ
「
こ
、
高
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
！
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
が

引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
！
！
」

ヒ
ュ
ウ
ガ
「
な
に
っ
！
？
」

レ
イ
「
ま
さ
か
・
・
・
レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
か
！
？
」

レ
イ
は
眉
間
に
し
わ
を
寄
せ
て
言
っ
た
。
し
か
し
、
レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
は
先
程
惑

星
ハ
マ
ー
で
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
セ
ブ
ン
の
力
を
借
り
、
確
に
倒
し
た
。

オ
キ
「
あ
、
あ
れ
は
！
？
」

オ
キ
は
、
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
前
方
を
指
差
し
た
。
そ
こ
に
は
、
全
て
を
飲
み
込

ん
で
し
ま
い
そ
う
な
漆
黒
の
闇
が
、
こ
ち
ら
を
向
い
て
口
を
開
い
て
い
た
。
そ

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

の
時
で
あ
る
。
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『
レ
イ
モ
ン
・
・
・
レ
ェ
イ
モ
ン
！
』

レ
イ
「
レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
か
！
？
」

『
ま
だ
終
り
で
は
・
・
・
無
い
ぞ
お
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
』

レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
の
声
が
轟
き
、
そ
の
瞬
間
、
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
は
大
き
く
揺
れ
、

軌
道
が
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
向
け
ら
れ
る
。

ク
マ
ノ
「
駄
目
で
す
！
振
り
切
れ
ま
せ
ん
！
！
」

ヒ
ュ
ウ
ガ
「
掴
ま
れ
ッ
！
！
」

レ
イ
「
う
、
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

ス
ペ
ー
ス
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
は
、
完
全
に
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
飲
み
込
ま
れ
た
・
・

・
。

レ
イ
「
・
・
・
こ
こ
は
・
・
・
何
処
だ
・
・
・
？
」

頭
が
ガ
ン
ガ
ン
す
る
。
ま
る
で
盥
で
頭
を
殴
ら
れ
た
様
な
感
覚
だ
。
レ
イ
は
目

た
ら
い
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を
擦
り
な
が
ら
布
団
を
退
か
し
―
―
―
―
―
布
団
？
視
界
が
ま
だ
ぼ
や
け
て
イ

マ
イ
チ
見
れ
な
い
が
、
布
団
が
あ
る
様
だ
。

レ
イ
「
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
か
・
・
・
？
」

レ
イ
は
首
を
傾
げ
た
。
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
は
、
た
し
か
あ
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に

飲
ま
れ
―
―
―
―
―
！

レ
イ
「
み
ん
な
は
！
？
」

レ
イ
は
無
理
矢
理
布
団
か
ら
出
る
と
、
ぼ
や
け
る
視
界
戻
そ
う
と
、
目
を
を
擦

り
な
が
ら
通
信
も
兼
ね
て
い
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
探
し
た
。
し
か
し
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
何
処
に
も
な
い
。
さ
ら
に
は
、
レ
イ
は
隊
員
服
す
ら
か
着
て
い
な
い
の
だ
。

レ
イ
「
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
じ
ゃ
・
・
・
無
い
の
か
？
」

視
界
が
大
分
回
復
し
て
き
た
の
で
、
窓
を
見
る
と
、
紫
色
や
黒
色
マ
ー
ブ
ル
を

散
り
ば
め
た
様
な
空
が
広
が
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
あ
ち
こ
ち
を
見
回
す
と
、
こ

こ
が
白
い
部
屋
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。

レ
イ
「
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
じ
ゃ
な
い
・
・
・
こ
こ
は
何
処
だ
！
？
」

す
る
と
、
ス
ラ
イ
ド
式
の
ド
ア
が
開
く
電
子
音
が
し
、
レ
イ
は
音
源
を
見
た
。

そ
こ
に
は
、
紺
色
の
髪
を
し
、
黒
く
シ
ョ
ル
ダ
ー
の
部
分
に
棘
を
設
け
た
服
ん

し
て
い
る
少
年
が
居
た
。

？
「
目
が
覚
め
た
様
だ
ね
。
」

レ
イ
「
お
前
は
・
・
・
誰
だ
？
こ
こ
は
何
処
だ
？
」
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ク
ロ
ノ
「
時
空
管
理
局
執
務
官
、
ク
ロ
ノ
・
ハ
ラ
オ
ウ
ン
だ
。
そ
し
て
、
こ
こ

は
艦
船
ア
ー
ス
ラ
。
」

レ
イ
「
ア
ー
ス
ラ
？
管
理
局
？
」

レ
イ
は
、
自
分
の
知
ら
な
い
ワ
ー
ド
を
付
き
つ
け
ら
れ
、
少
し
混
乱
し
た
。
そ

れ
を
見
か
ね
た
の
か
、
ク
ロ
ノ
と
名
乗
る
少
年
が
口
を
開
い
た
。

ク
ロ
ノ
「
大
丈
夫
、
君
に
危
害
は
加
え
な
い
よ
。
そ
れ
よ
り
、
少
し
話
を
聞
か

せ
て
く
れ
な
い
か
な
？
」

レ
イ
「
そ
の
前
に
、
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
」

レ
イ
の
鋭
い
目
付
き
が
ク
ロ
ノ
を
捕
え
る
。
ク
ロ
ノ
は
少
し
顔
を
引
き
つ
ら
せ

な
が
ら
「
な
ん
だ
い
？
」
と
答
え
た
。

レ
イ
「
時
空
管
理
局
と
い
う
の
は
、
Ｚ
Ａ
Ｐ
ス
ペ
ー
シ
ー
の
何
か
な
の
か
？
」

Ｚ
Ａ
Ｐ
ス
ペ
ー
シ
ー
と
は
、
レ
イ
や
ヒ
ュ
ウ
ガ
を
含
む
Ｚ
Ａ
Ｐ
ク
ル
ー
が
所
属

す
る
組
織
の
事
だ
。
し
か
し
・
・
・
。

ク
ロ
ノ
「
・
・
・
残
念
だ
が
、
僕
が
知
る
中
で
は
、
Ｚ
Ａ
Ｐ
ス
ペ
ー
シ
ー
と
い

う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
無
い
。
」

レ
イ
「
そ
う
か
・
・
・
。
」

ク
ロ
ノ
「
他
に
質
問
が
無
い
な
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
質
問
さ
せ
て
貰
う
。
」

レ
イ
「
あ
あ
・
・
・
。
」

レ
イ
は
ク
ロ
ノ
の
質
問
に
答
え
始
め
た
。
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―
―
―
―
―
―
同
時
刻

？
「
闇
の
書
の
軌
道
、
確
認
し
ま
し
た
。
」

？
「
我
ら
闇
の
書
の
蒐
収
を
行
い
、
主
を
守
る
守
護
騎
士
で
ご
さ
い
ま
す
。
」

？
「
夜
天
の
書
の
元
に
集
い
し
雲
。
」

？
「
ヴ
ォ
ル
ケ
ン
リ
ッ
タ
ー
。
な
ん
な
り
と
命
令
を
。
」

・
・
・
し
か
し
、
彼
等
が
望
む
『
主
』
の
声
は
、
一
向
に
返
っ
っ
て
こ
な
い
。

す
る
と
、
一
人
の
赤
い
髪
を
し
た
少
女
が
立
ち
上
が
り
、
『
主
』
に
近
付
い
た
。

？
『
な
あ
、
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
。
』

？
『
ヴ
ィ
ー
タ
ち
ゃ
ん
！
静
か
に
！
』

ヴ
ィ
ー
タ
『
で
も
さ
あ
・
・
・
。
』
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？
『
黙
っ
て
い
ろ
、
主
の
前
で
無
礼
は
許
さ
れ
ん
。
』

ヴ
ィ
ー
タ
『
無
礼
っ
て
か
さ
ァ
、
コ
イ
ツ
・
・
・
気
絶
し
て
る
よ
う
に
見
え
る

ん
だ
け
ど
。
』

？
「
え
え
っ
！
？
」

守
護
騎
士
達
は
、
一
斉
に
声
を
上
げ
た
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
，
そ
れ
は
静
か
な
始
ま
り
な
の
！
（
前
書
き
）

自
分
は
リ
リ
カ
ル
な
の
は
を
余
り
見
る
機
会
が
無
か
っ
た
モ
ノ
で
、
お
か
し
な

部
分
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
御
指
南
お
願
い
し
ま
す
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
，
そ
れ
は
静
か
な
始
ま
り
な
の
！

ク
ロ
ノ
「
ま
ず
、
君
の
名
前
を
教
え
て
く
れ
。
」

レ
イ
「
・
・
・
レ
イ
。
」

ク
ロ
ノ
「
レ
イ
。
わ
か
っ
た
。
次
に
君
の
出
身
世
界
を
教
え
て
く
れ
。
」

レ
イ
「
出
身
世
界
・
・
・
・
？
」

レ
イ
は
首
を
傾
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
出
身
世
界
が
曖
昧
な
の

で
あ
る
。
親
が
レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
な
の
で
、
レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
星
（
あ
る
か
は
不
明
）

か
も
し
れ
ず
、
惑
星
ボ
リ
ス
と
言
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
だ
が
、
レ
イ
の

中
で
何
か
が
引
っ
掛
か
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
中
で
の
憧
れ
。
レ
イ
は
、
そ
の

憧
れ
に
身
を
任
せ
、
口
を
開
い
た
。

レ
イ
「
・
・
・
地
球
だ
。
」

ク
ロ
ノ
「
地
球
？
な
の
は
の
居
る
場
所
じ
ゃ
な
い
か
。
」

レ
イ
「
な
の
は
・
・
・
？
」

ク
ロ
ノ
「
・
・
・
い
や
、
何
で
も
な
い
。
」

ク
ロ
ノ
は
一
瞬
同
様
し
た
そ
ぶ
り
を
見
せ
た
が
、
質
問
に
戻
る
。
そ
し
て
全
て

の
質
問
に
答
え
る
と
、
ク
ロ
ノ
は
「
ふ
ぅ
む
」
と
唸
っ
た
。

ク
ロ
ノ
「
特
に
危
険
な
力
も
な
け
れ
ば
魔
法
も
使
え
な
い
。
や
は
り
時
空
漂
流

者
か
。
」
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レ
イ
「
時
空
漂
流
者
？
知
ら
な
い
が
、
俺
は
最
初
か
ら
此
処
に
い
た
の
か
？
」

ク
ロ
ノ
「
い
や
、
文
化
レ
ベ
ル
０
の
世
界
に
君
は
倒
れ
て
い
た
ん
だ
。
」

レ
イ
「
文
化
レ
ベ
ル
・
・
・
？
」

先
程
か
ら
意
味
の
わ
か
ら
な
い
ワ
ー
ド
を
聞
か
さ
れ
、
レ
イ
は
混
乱
し
て
い
た
。

ク
ロ
ノ
「
・
・
・
。
」

一
方
ク
ロ
ノ
も
処
理
に
困
っ
て
い
た
。
こ
う
い
う
タ
イ
プ
の
時
空
漂
流
者
は
、

あ
ま
り
前
例
が
無
い
の
だ
。
こ
こ
は
や
は
り
提
督
に
指
示
を
煽
る
べ
き
か
・
・
・

そ
の
時
、
レ
イ
が
ク
ロ
ノ
に
顔
を
近
付
け
て
言
っ
た
。

レ
イ
「
俺
が
倒
れ
て
い
場
所
に
、
船
は
無
か
っ
た
か
！
？
」

ク
ロ
ノ
「
ふ
、
船
？
」

ク
ロ
ノ
は
顔
を
近
づ
け
ら
れ
、
裏
声
を
出
し
て
し
ま
う
。

ク
ロ
ノ
「
残
念
だ
が
、
船
の
様
な
モ
ノ
は
何
も
無
か
っ
た
。
」

レ
イ
「
ま
さ
か
み
ん
な
、
レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
に
・
・
・
！
」

ク
ロ
ノ
「
レ
イ
・
・
・
ブ
ラ
ッ
ド
？
」

ク
ロ
ノ
は
首
を
傾
げ
た
。
そ
の
時
、
レ
イ
は
い
き
な
り
立
ち
上
が
っ
て
ク
ロ
ノ

の
肩
を
掴
み
、
訴
え
た
。

レ
イ
「
俺
の
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
は
何
処
だ
！
」
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ク
ロ
ノ
「
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
？
」

レ
イ
「
・
・
・
そ
こ
を
ど
け
！
」

レ
イ
は
ク
ロ
ノ
と
は
話
が
出
来
な
い
と
判
断
す
る
と
、
ク
ロ
ノ
が
入
室
し
た
電

子
ド
ア
に
向
か
う
、
が
。

レ
イ
「
ッ
！
？
」

突
然
、
レ
イ
を
光
る
縄
の
様
な
モ
ノ
が
縛
り
つ
い
た
。

ク
ロ
ノ
「
逃
が
す
わ
け
に
は
、
行
か
な
い
。
」

レ
イ
「
こ
れ
は
・
・
・
何
だ
？
」

ク
ロ
ノ
「
魔
法
だ
よ
。
」

レ
イ
「
魔
法
？
人
間
に
魔
法
な
ん
て
力
は
無
い
！
お
前
、
宇
宙
人
か
！
？
」

ク
ロ
ノ
「
う
、
宇
宙
人
？
」

レ
イ
「
と
ぼ
け
る
な
！
さ
て
は
俺
の
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
を
奪
お
う
と
す
る
レ
イ

オ
ニ
ク
ス
か
！
？
」

ク
ロ
ノ
「
れ
、
レ
イ
オ
ニ
ク
ス
？
」

今
度
は
ク
ロ
ノ
が
混
乱
す
る
番
だ
っ
た
。
宇
宙
人
や
ら
レ
イ
オ
ニ
ク
ス
や
ら
、

知
ら
な
い
ワ
ー
ド
を
叩
き
付
け
ら
れ
た
ク
ロ
ノ
は
、
な
ん
と
か
冷
静
さ
を
保
と

う
と
す
る
が
・
・
・
。
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レ
イ
「
う
お
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

ク
ロ
ノ
「
バ
イ
ン
ド
が
！
？
そ
ん
な
！
！
」

レ
イ
は
、
ク
ロ
ノ
の
バ
イ
ン
ド
を
破
壊
し
た
の
だ
！
流
石
に
ク
ロ
ノ
も
冷
静
さ

を
保
て
ず
、
同
様
し
て
い
る
。
こ
の
男
か
ら
は
、
全
く
魔
力
を
感
じ
ら
れ
な
い
。

な
の
に
何
故
？

レ
イ
「
ハ
ッ
！
！
」

さ
ら
に
レ
イ
は
、
電
子
ド
ア
が
開
か
な
い
事
に
気
付
く
と
、
電
子
ド
ア
を
蹴
破

り
、
ア
ー
ス
ラ
の
廊
下
に
出
た
。
ク
ロ
ノ
は
す
ぐ
に
船
内
に
回
線
を
繋
ぐ
と
、

指
示
を
出
し
た
。

ク
ロ
ノ
「
船
内
の
魔
導
士
に
連
絡
！
時
空
漂
流
者
が
脱
走
！
見
つ
け
次
第
拘
束

せ
よ
！
」

魔
導
士
「
居
た
ぞ
！
捕
ま
え
ろ
！
」
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レ
イ
を
見
つ
け
た
魔
導
士
三
人
が
、
一
斉
に
砲
撃
し
て
く
る
。
し
か
し
レ
イ
は

そ
れ
を
全
て
避
け
、
三
人
の
腹
に
拳
を
叩
き
付
け
た
。
当
然
魔
導
士
は
倒
れ
、

レ
イ
は
そ
の
隙
に
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
を
探
す
べ
く
、
船
内
の
部
屋
を
く
ま
な
く

探
し
た
。
そ
し
て
―
―
―
―
―

レ
イ
「
見
つ
け
た
！
」

レ
イ
は
、
大
き
な
カ
プ
セ
ル
に
入
っ
て
い
る
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
を
見
つ
け
た
の

だ
。

レ
イ
は
カ
プ
セ
ル
を
叩
き
割
り
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
を
確
保
す
る
と
、
今
度
は
脱

出
口
を
探
し
た
。
幾
度
か
ド
ア
を
蹴
破
る
と
、
大
広
間
の
様
な
場
所
に
出
た
。

そ
の
時
。

？
「
は
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
あ
！
」

レ
イ
「
ッ
！
」

突
然
何
か
が
レ
イ
に
向
か
っ
て
突
進
。
レ
イ
は
寸
前
で
避
け
た
。
し
か
し
、
避

け
た
場
所
に
今
度
は
光
弾
が
発
射
さ
れ
、
レ
イ
は
態
勢
を
崩
し
な
が
ら
も
跳
躍

し
て
避
け
た
。

？
「
ア
ン
タ
が
脱
走
者
か
い
！
」

レ
イ
「
貴
様
ら
、
何
者
だ
！
！
」

フ
ェ
イ
ト
「
時
空
監
理
局
魔
導
士
、
フ
ェ
イ
ト
・
テ
ス
タ
ロ
ッ
サ
。
」

ア
ル
フ
「
あ
た
し
は
フ
ェ
イ
ト
の
使
い
魔
ア
ル
フ
！
」

フ
ェ
イ
ト
と
名
乗
っ
た
金
髪
の
少
女
は
、
折
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
程
細
い
腕
を

し
、
戦
い
に
は
無
縁
の
顔
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
腕
の
先
に
は
鎌
が
握
ら
れ
て
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お
り
、
簡
単
に
通
し
て
く
れ
る
相
手
で
は
無
い
と
い
う
事
は
確
か
だ
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
獣
の
耳
を
生
や
し
た
ア
ル
フ
と
い
う
女
性
も
同
じ
事
だ
ろ
う
。

レ
イ
「
貴
様
ら
、
何
故
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
を
狙
う
！
？
」

ア
ル
フ
「
は
？
」

フ
ェ
イ
ト
「
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
・
・
・
？
」

レ
イ
「
レ
イ
オ
ニ
ク
ス
バ
ト
ル
は
、
惑
星
ハ
マ
ー
で
終
わ
っ
た
は
ず
だ
！
・
・
・

ま
さ
か
、
貴
様
ら
レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
の
差
し
金
か
！
！
」

フ
ェ
イ
ト
「
な
ん
か
、
勝
手
に
話
が
進
ん
で
る
気
が
す
る
・
・
・
。
」

レ
イ
「
言
え
！
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
を
何
処
に
や
っ
た
！
！
」

ア
ル
フ
「
そ
う
い
う
話
は
さ
・
・
・
捕
ま
え
て
か
ら
聞
く
よ
！
」

ア
ル
フ
は
高
く
跳
躍
し
、
右
拳
を
レ
イ
に
降
り
下
ろ
す
。
レ
イ
は
体
を
く
ね
ら

せ
て
避
け
る
。
し
か
し
、
ま
た
あ
の
光
弾
が
次
々
に
発
射
さ
れ
た
。

フ
ェ
イ
ト
「
撃
ち
抜
け
！
フ
ァ
イ
ア
！
！
」

フ
ェ
イ
ト
の
号
令
で
、
た
く
さ
ん
の
光
弾
が
レ
イ
に
向
け
発
射
さ
れ
る
。
レ
イ

は
全
て
を
避
け
切
れ
ず
、
光
弾
を
胴
体
に
喰
ら
い
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。

レ
イ
「
ぐ
あ
ぁ
・
・
・
っ
！
！
」

レ
イ
は
壁
に
激
突
し
砂
煙
が
辺
り
を
舞
っ
た
。
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フ
ェ
イ
ト
「
や
り
す
ぎ
た
・
・
・
か
な
。
」

ア
ル
フ
「
上
々
だ
よ
フ
ェ
イ
ト
♪
」

フ
ェ
イ
ト
と
ア
ル
フ
が
安
堵
し
た
、
そ
の
時
。
砂
煙
の
中
か
ら
レ
イ
が
姿
を
現

し
た
！

ア
ル
フ
「
な
っ
！
し
ぶ
と
い
ね
ぇ
！
」

レ
イ
「
・
・
・
！
」

レ
イ
は
懐
か
ら
機
械
を
取
り
出
す
と
、
そ
れ
を
天
に
掲
げ
た
。
そ
の
機
械
の
名

は
、
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
。

『
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
、
モ
ン
ス
ロ
ー
ド
！
』

バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
が
光
輝
き
、
中
か
ら
輝
く
カ
ー
ド
が
現
れ
た
と
思
っ
た
の
も

束
の
間
、
カ
ー
ド
か
ら
巨
大
な
鳥
が
現
れ
た
！
！

ア
ル
フ
「
な
っ
！
？
」

フ
ェ
イ
ト
「
・
・
・
使
い
魔
じ
ゃ
な
い
！
召
喚
士
！
？
」

『
ピ
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
』

原
始
怪
鳥
リ
ト
ラ
（
Ｓ
）

初
登
場
作
品

ウ
ル
ト
ラ
Ｑ

レ
イ
「
行
け
！
リ
ト
ラ
！
」



17

『
ピ
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
』

リ
ト
ラ
は
口
か
ら
火
球
を
発
射
す
る
が
、
決
し
て
フ
ェ
イ
ト
と
ア
ル
フ
を
焼
か

ず
に
辺
り
を
焼
い
た
。

ア
ル
フ
「
う
わ
っ
！
？
」

フ
ェ
イ
ト
「
く
っ
・
・
・
！
」

レ
イ
「
良
し
、
戻
れ
リ
ト
ラ
！
」

レ
イ
は
リ
ト
ラ
を
バ
ト
ル
ナ
イ
ザ
ー
に
戻
す
と
、
二
人
を
撒
く
た
め
に
走
り
出

し
た
。
そ
の
瞬
間
！

レ
イ
「
な
っ
！
？
」

レ
イ
の
目
の
前
に
突
然
、
あ
の
時
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
出
現
。
レ
イ
は
そ
れ

に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。
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『
新
た
な
レ
イ
オ
ニ
ク
ス
バ
ト
ル
が
始
ま
る
ぞ
・
・
・
レ
イ
モ
ン
！
！
』

レ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
の
声
が
、
暗
闇
の
空
間
に
轟
い
た
。
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ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
１
，
そ
れ
は
静
か
な
始
ま
り
な
の
！
（
後
書
き
）

戦
闘
シ
ー
ン
も
っ
と
う
ま
く
書
け
ば
よ
か
っ
た
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

リリカル：ギャラクシー 大怪獣バトルＡ,ｓ

2010年10月22日00時23分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4317i/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4317i/

